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【年通号数】公開・登録公報2014-041
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月10日(2014.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の図柄を表示した複数のリールを備え、
　各前記リールの１つの図柄を通る図柄組合せラインは、
　図柄組合せラインＬａと、
　前記図柄組合せラインＬａと異なる図柄組合せラインＬｂと
　を有し、
　所定役、及び特定役を含む役の抽選を行う役抽選手段と、
　前記リールの回転開始命令を受けたことに基づいてすべての前記リールを回転させると
ともに、遊技者によりストップスイッチが操作されたことに基づいて、前記役抽選手段に
よる役の抽選結果に対応する位置で、そのストップスイッチに対応する前記リールを停止
させるリール制御手段と
　を備え、
　前記所定役に対応する図柄の組合せとして、図柄の組合せＸ１及び図柄の組合せＸ２を
有し、
　前記特定役に対応する図柄の組合せとして、図柄の組合せＸ３を有し、
　前記リール制御手段は、前記役抽選手段による役の抽選で前記所定役に当選したときは
、
　前記ストップスイッチの操作態様がＴ１であることを条件として、前記図柄の組合せＸ
１を前記図柄組合せラインＬａに停止可能に制御し、
　前記ストップスイッチの操作態様がＴ２（Ｔ２≠Ｔ１）であることを条件として、前記
図柄の組合せＸ２を前記図柄組合せラインＬａに停止可能に制御し、
　前記図柄の組合せＸ２が前記図柄組合せラインＬａに停止したときは、前記図柄の組合
せＸ３が前記図柄組合せラインＬｂに停止可能となるように、各前記リールに図柄が配列
されている
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ストップスイッチの操作態様に応じて図柄組合せラインに停止する図柄の組
合せが異なるスロットマシンに関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、ストップスイッチの操作態様に応じて図柄組合せラ
インに停止する図柄の組合せの種類及び個数を異ならせることである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する。なお、かっこ書きで、対応
する実施形態の一例を示す。
　請求項１の発明は、
　複数種類の図柄を表示した複数のリール（左リール３１、中リール３１、及び右リール
３１）を備え、
　各前記リールの１つの図柄を通る図柄組合せラインは、
　図柄組合せラインＬａ（例えば左リール３１下段、中リール３１中段、及び右リール３
１下段を通る逆Ｖ字状の有効ラインＬ２）と、
　前記図柄組合せラインＬａと異なる図柄組合せラインＬｂ（例えば左リール３１上段、
中リール３１上段、及び右リール３１上段を通る一直線状の無効ライン）と
　を有し、
　所定役（例えば小役１、小役２Ａ、及び小役４Ａ）、及び特定役（例えば小役５）を含
む役の抽選を行う役抽選手段（６１）と、
　前記リールの回転開始命令を受けたことに基づいて（スタートスイッチ４１が操作され
たとき）にすべての前記リールを回転させるとともに、遊技者によりストップスイッチ（
４２）が操作されたことに基づいて、前記役抽選手段による役の抽選結果に対応する位置
で、そのストップスイッチに対応する前記リールを停止させるリール制御手段（６４）と
　を備え、
　前記所定役に対応する図柄の組合せとして、図柄の組合せＸ１（例えば小役１に対応す
る「赤ベル」－「赤ベル」－「赤ベル」等）及び図柄の組合せＸ２（例えば小役２Ａに対
応する「ＲＰ」－「赤ベル」－「赤ベル」）を有し、
　前記特定役に対応する図柄の組合せとして、図柄の組合せＸ３（例えば小役５に対応す
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る「ａｎｙ」－「チェリー」－「ａｎｙ」）を有し、
　前記リール制御手段は、前記役抽選手段による役の抽選で前記所定役に当選（例えば小
役１＋小役２Ａ＋小役４Ａに重複当選）したときは、
　前記ストップスイッチの操作態様がＴ１であること（例えば最初に中ストップスイッチ
４２が操作されたこと）を条件として、前記図柄の組合せＸ１を前記図柄組合せラインＬ
ａに停止可能に制御し、
　前記ストップスイッチの操作態様がＴ２（Ｔ２≠Ｔ１）であること（例えば最初に左ス
トップスイッチ４２が操作され、かつ中リール３１の「赤ベル（１番）」が中段に停止す
る操作タイミングで中ストップスイッチ４２が操作され、かつ右リール３１の「赤ベル（
４番）」が下段に停止する操作タイミングで右ストップスイッチ４２が操作されたこと）
を条件として、前記図柄の組合せＸ２を前記図柄組合せラインＬａに停止可能に制御し、
　前記図柄の組合せＸ２が前記図柄組合せラインＬａに停止したときは、前記図柄の組合
せＸ３が前記図柄組合せラインＬｂに停止可能となるように、各前記リールに図柄が配列
されている
　ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、所定役の当選時に、ストップスイッチの操作態様がＴ１のときは、図
柄の組合せＸ１が図柄組合せラインＬａに停止可能となり、ストップスイッチの操作態様
がＴ２のときは、図柄の組合せＸ２が図柄組合せラインＬａに停止可能となるとともに、
図柄の組合せＸ３が図柄組合せラインＬｂに停止可能となる。
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　このため、ストップスイッチの操作態様に応じて図柄組合せラインに停止する図柄の組
合せの種類及び個数を異ならせることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８３】
　（５）本実施形態では、小役の重複当選時に、最初に操作されたストップスイッチ４２
がどのストップスイッチ４２であるかに基づいてリール３１を停止制御した。しかし、こ
れに限らず、「左中右」、「左右中」、「中左右」、・・・等のようなストップスイッチ
４２の押し順に基づいてリール３１を停止制御してもよい。
　＜付記＞
　本願の出願当初の請求項に係る発明（当初発明）が解決しようとする課題、当初発明に
係る課題を解決するための手段及び当初発明の効果は、以下の通りである。
　（ａ）当初発明が解決しようとする課題
　従来の技術において、役に対応する図柄の組合せが一直線状の有効ラインに停止した場
合には、遊技者は、直感的に役の入賞を察知することができる。しかし、屈曲線状のいわ
ゆる変則ラインの有効ラインに役に対応する図柄の組合せが停止したときは、遊技者は、
ただちに役の入賞を察知することが困難であり、メダルが払い出されて初めていずれかの
役が入賞したことを知ることが多かった。
　ここで、スロットマシンの仕様上、入賞役を意図的にわかりにくくする場合には、有効
ラインを屈曲線状の変則ラインとすることは有効な技術である。しかし、役構成（役に対
応する図柄の組合せの種類、数等）リールの図柄配列、リールの停止時の最大移動図柄数
、及びストップスイッチの押し順等により、有効ラインを変則ラインで設けざるを得ない
場合も存在する。このような場合に、役の入賞を意図的にわかりにくくしているわけでは
ないが、結果として、役の入賞がわかりにくくなってしまうという問題があった。
　当初発明が解決しようとする課題は、有効ラインとして屈曲線状の図柄組合せラインを
有するスロットマシンにおいて、役の入賞時に、遊技者が、直感的に役の入賞を知ること
ができるようにすることである。
　（ｂ）当初発明に係る課題を解決するための手段（なお、かっこ書きで、対応する実施
形態を記載する。）
　第１の解決手段は、複数種類の図柄を表示したリール（左リール３１、中リール３１、
及び右リール３１）をＭ（Ｍは、３以上の整数）個（実施形態では３個）並設し、すべて
の前記リールの停止時に、表示窓（１１）内に、横方向にＭ個の図柄が停止し、縦方向に
各前記リールの連続するＮ（Ｎは、２以上の整数）個（実施形態では３個）の図柄が停止
することで、前記表示窓内にＭ×Ｎ個の図柄配列が表示されるスロットマシンにおいて、
各前記リールの１つの図柄を通る図柄組合せラインは、屈曲線状のラインであって、特定
の前記リール（左リール３１）の特定位置（例えば上段）を通る図柄組合せラインＬａ（
例えば有効ラインＬ１）と、一直線状のラインであって、前記特定のリールの前記特定位
置以外の位置（例えば下段）を通るとともに、他の少なくとも１つの前記リール（中リー
ル３１及び右リール３１）については前記図柄組合せラインＬａと同一位置を通る図柄組
合せラインＬｂ（例えば有効ラインＬ４、又は無効ラインＬ１１）とを有し、前記図柄組
合せラインＬａは、役に対応する図柄の組合せが停止したときには遊技媒体の払出しの対
象となる有効ラインであり、前記図柄組合せラインＬｂは、前記有効ラインであるか、又
は役に対応する図柄の組合せが停止したときであっても遊技媒体の払出しの対象にならな
い無効ラインであり、役の抽選を行う役抽選手段（６１）と、前記リールの回転開始命令
を受けたとき（スタートスイッチ４１が操作されたとき）にすべての前記リールを回転さ
せるとともに、遊技者によりストップスイッチ（４２）が操作されたときに、前記役抽選
手段による役の抽選結果に対応する位置で、そのストップスイッチに対応する前記リール
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を停止させるリール制御手段（６４）とを備え、前記リール制御手段は、前記役抽選手段
による役の抽選で所定役（例えば小役２Ａ、又はリプレイ２Ａ～リプレイ２Ｃ）に当選し
たときに、前記所定役に対応する図柄の組合せＸ１（例えば小役２Ａに対応する図柄の組
合せ、又はリプレイ２Ａ～リプレイ２Ｃに対応する図柄の組合せ）を前記図柄組合せライ
ンＬａに停止させるように制御し、前記図柄の組合せＸ１は、前記特定のリールの図柄が
図柄Ａ（「ＲＰ」）に設定されているとともに、前記図柄組合せラインＬａ及び前記図柄
組合せラインＬｂの双方が通る前記リールの図柄が図柄Ｂ（「赤ベル」若しくは「青ベル
」、又は「ＪＡＣ」）に設定されており、前記特定のリールの停止時に、前記図柄Ａを前
記図柄組合せラインＬａに停止させると同時に、前記図柄組合せラインＬｂに図柄Ｃ（「
ＢＡＲ」、「赤７」若しくは「青７」、又は「ＪＡＣ」）を停止させることができるよう
に、前記特定のリールの前記図柄Ａ及び前記図柄Ｃが配列されており、前記リール制御手
段は、前記役抽選手段による役の抽選で前記所定役に当選したときに、前記特定のリール
の停止時に、前記図柄Ａを前記図柄組合せラインＬａに停止させると同時に、前記図柄Ｃ
を前記図柄組合せラインＬｂに停止させるように制御することにより、前記図柄Ｃ及び前
記図柄Ｂを含む図柄の組合せであって前記所定役に対応する図柄の組合せではないが役に
対応する図柄の組合せを遊技者に想定させる図柄の組合せＸ２（特定の図柄の組合せＺ２
又はＺ１）を前記図柄組合せラインＬｂに停止させることで、前記図柄組合せラインＬｂ
に役が入賞したかのような擬似入賞態様を作り出すように制御することを特徴とする。
　第２の解決手段は、第１の解決手段において、一直線状の有効ラインである図柄組合せ
ラインＬｃ（例えば、有効ラインＬ３又はＬ４）を有し、前記リール制御手段は、前記役
抽選手段による役の抽選で前記所定役に当選（例えば小役１及び小役２Ａに重複当選）し
た場合には、前記ストップスイッチの押し順が押し順Ｔ１（最初に操作されたストップス
イッチ４２が中ストップスイッチ４２）であることを条件として、前記所定役に対応する
図柄の組合せＸ３（小役１に対応する図柄の組合せ）を前記図柄組合せラインＬｃに停止
させ、前記ストップスイッチの押し順が押し順Ｔ２（Ｔ２≠Ｔ１）（最初に操作されたス
トップスイッチ４２が左ストップスイッチ４２）であることを条件として、前記図柄の組
合せＸ１（小役２Ａに対応する図柄の組合せ）を前記図柄組合せラインＬａ（有効ライン
Ｌ１）に停止させるとともに、前記図柄の組合せＸ２（特定の図柄の組合せＺ２）を前記
図柄組合せラインＬｂ（有効ラインＬ３又はＬ４）に停止させるように制御することを特
徴とする。
　第３の解決手段は、第２の解決手段において、前記所定役は、所定役Ｐ１（小役１）と
所定役Ｐ２（例えば小役２Ａ）とを有し、前記所定役Ｐ１に対応する図柄の組合せは、前
記図柄の組合せＸ３であり、前記所定役Ｐ２に対応する図柄の組合せは、前記図柄の組合
せＸ１であり、前記役抽選手段は、前記所定役Ｐ１と前記所定役Ｐ２とが同時に重複当選
するように役の抽選を行うことを特徴とする。
　第４の解決手段は、第２又は第３の解決手段おいて、前記図柄組合せラインＬｂと前記
図柄組合せラインＬｃとは、同一の図柄組合せラインであることを特徴とする。
　第５の解決手段は、第１～第４の解決手段において、前記図柄Ｃ（「２連ベル」）は、
前記図柄Ｂ（「赤ベル」又は「青ベル」）と同一であるか、同一色であるか、又は近似す
る図柄であり、前記図柄Ａ（「ＲＰ」）は、前記図柄Ｂと異色であって、前記所定役以外
の役（リプレイ１）に対応する図柄の組合せを構成する図柄の１つであることを特徴とす
る。
　（作用）
　当初発明においては、所定役の当選時には、所定役に対応する図柄の組合せＸ１は、屈
曲線状の図柄組合せライン（有効ライン）Ｌａに停止するので、所定役の入賞がわかりに
くくなる。一方、所定役の入賞と同時に、役に対応する図柄の組合せではないが役に対応
する図柄の組合せを遊技者に想定させる図柄の組合せＸ２を、一直線状の図柄組合せライ
ンＬｂに停止させるようにしている。これにより、遊技者は、直感的に、図柄の組合せＸ
２が図柄組合せラインＬｂに停止したことによって役の入賞となった印象を受けるので、
所定役の入賞時にメダル等の遊技媒体が払い出されても、遊技者に違和感を与えることが
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なくなる。
　（ｃ）当初発明の効果
　当初発明によれば、所定役の入賞時に、所定役に対応する図柄の組合せ以外の図柄の組
合せを一直線状の図柄組合せラインに停止させるようにしたので、遊技者は、直感的に、
役の入賞を知ることができ、役の入賞をわかりやすく表現することができる。
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